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「
旦
那
樣







、
畫
師





ぢ
や
げ
に
ご
ざ
り
ま
し
て
、
ち
よ
つ
く
ら
、
は
あ
、
お
目

に

懸


り
た
い
と
申



し
ま
す
で
ご
ざ
り
ま
す
。
」

　
旦
那





は
徐
羣
夫







と
云

ふ
田
舍
大
盡









。
忘
其
郡
邑
矣












、
と
あ
る
か
ら
何

處

の
も

の
と
も
知

れ
ぬ
が
、
案



ず
る
に
金
丸
商
店











仕

入

れ
の
弗
箱






を
背

負

つ
て
、
傲



然


と
控



へ
る
人
體






。
好

接

異

客













、
は
可

い
が
、
お
追
從
連









を
眼
下





に
並



べ
て
、
自
分





は
上

段







、
床



の
前



に
無

手

と
直



り
、
金
屏
風








に
御
威
光







を
輝





か

し
て
、
二
十
人
前









の
塗



ば
か
り
見
事





な
膳



、
青
芋
※







の
酢
和





で
、
ど
ぶ
ろ
く
で
、

「
さ
、
さ
、
誰



も
遠
慮






せ
ん
で
。
」

　
と
じ
ろ
〳
〵
と
睨
※






す
輩





と
見

え
た
。

　
時



恰




も
、
其

の
客





を
會





し
た
處





。
入
口






に
突
伏





し
て
云

ふ
下
男





の
取
次






を
、

客

の

頭
越






し
に
、
鼻



を
仰
向





け
て
、
フ
ン
と
聞

き
、

「
何



ぢ
や
、
も
の
貰





か
。
白
癡





め
、
此
方
衆







の
前



も
あ
る
。
己



が
知
己






の
や
う

に
聞



え
る
わ
、
コ
ナ
白
癡





が
。
」

「
ヒ
ヤ
ア
も
し
、
乞
食





で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ん
で
ご
ざ
り
ま
す
。
は
あ
、
旅



の
畫

師

ぢ
や
げ
に
ご
ざ
り
や
し
て
。
」

「
然

ぢ
や
で
云

ふ
わ
い
。
こ
れ
、
田
舍
※







り
の
畫
師





と
、
も
の
貰



ひ
と
、
ど
れ

だ
け
の
相
違





が
あ
る
。
は
ツ
〳
〵
。
」

　
と
笑



う
て
、

「
い
や
、
こ
ゝ
で
煩





い
て
の
。
」
と
、
一
座





を
ず
ら
り
と
見

る
。

「
兎
角





夏
向





き
に
な
り
ま
す
と
、
得

て
然

う
云

ふ
蟲



が
湧

く
で
え
す
な
。
」

「
何



も
慰





み
、
一



つ
此



へ
呼

ん
で
、
冷



か
し
て
遣

り
は
如
何





で
ご
ざ
い
ま
せ
う

。
」

「
龍
虎
梅
竹









、
玉
堂
富
貴










、
ナ
ソ
レ
牡
丹





に
芍

藥







、
薄





に
蘭



、
鯉



の
瀧
登






り

が
と
云

ふ
と
、
鮒



が
索
麺






を
食

つ
て
、
柳





に
燕





を
、
倒




に

懸

け
る
と
、
蘆



に
雁



と
ひ
つ
く
り
か
へ
る
…
…
ヨ
イ
〳
〵
と
云

ふ
奴



で
さ
。
些

と
御
祕
藏









の
呉
道
子









で
も
拜



ま
せ
て
、
往

生







を
さ
せ
て
お
遣

ん
な
さ
い
ま
し
。
」

「
通



せ
。
」
と
、
叱



る
や
う
に
云

ふ
。

　
や
が
て
、
紺

絣







に
兵
兒
帶









と
い
ふ
、
其

の
上



、
旅
窶






れ
の
し
た
見

す
ぼ
ら

し
い
の
が
、
お
づ
〳
〵
と
其



へ
出

た
。

　
態



と
慇
懃






に
應
接





う
て
、
先
生






、
拜
見






と
そ
ゝ
り
立

て
る
と
、
未
熟






な
が
ら
、

御
覽
下







さ
い
ま
し
と
て
、
絹
地





の
大
幅






を
其



へ
展



く
。

　
世
話
好









な
の
が
、
二
人





立

つ
て
、
此



を
傍




の

壁


へ
懸

け
る
と
、
燕





で
も
雁



で

も
な
か
つ
た
。
圖

す
る
處





は
樓
臺
亭
館











、
重

疊







と
し
て
緩



く
※



る
、
御
殿





造


り
の
極
彩
色








。
　
　
（

頗
類
西
洋
畫
















。
）
と
あ
る
の
を
注
意





す
べ
し
、

柱

も

壁


も
、
青



く
白



く
浮
出





す
ば
か
り
。

　
一
座
案
外










。

　
徐
大
盡








、
例



の
フ
ン
と
鼻



で
言

つ
て
、
頤



で
視



め
、

「
雜



と
私



が
住
居





と
思



へ
ば
可

い
の
。
ぢ
や
が
、
恁

う
門



が
閉



つ
て
居

つ
て
は
、

一
向






出
入





り
も
成

る
ま
い
が
。
第
一






私


が
許



さ
い
で
は
お
主



も
此

處

へ
は
通



れ

ぬ
と
云

つ
た
理
合





ぢ
や
。
我

が
手

で
描

き
な
が
ら
、
出
入





り
も
出

來

ぬ
と
あ
つ

て
は
、
畫
師





も
不
自
由









な
も
の
ぢ
や
が
、
な
う
。
」

「
御
鑑
定







。
」

「
其

處

で
す
。
」
と
野
幇
間









の
口
拍
子








。

　
畫

師

、
徐




に

打
微
笑







み
、

「
否



、
不
束






で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
我

が
手

で
拵





へ
ま
し
た
も
の
、
貴
下





の
お

許


し
が
あ
り
ま
せ
ん
で
も
、
開
閉






は
自
由





で
ご
ざ
い
ま
す
。
」

「
噫



帖
然
一
紙









。
」

　
と
徐
大
盡








、
本
音





を
吹

い
た
唐
辯






で
、

「
塗

以

丹

碧














。
公
焉
能
置
身
其
間
乎





















。
人



を
馬

鹿

に
す
ぢ
や
の
、
御

3



身

は
！
」

　
畫
生






其

の
時



、

「
御
免





。
」
と
衝

と
膝



を
進



め
て
、
畫

の
面





に
ひ
た
と
向



う
て
、
熟



と
見

る
や
、

眞
晝





の
柳





に
風



も
無

く
、
寂



と
し
て
眠



れ
る
如



き
、
丹
塗





の
門



の
傍




な

る
、
其

の
柳





の
下



の
潛



り
門



、
絹
地





を
拔

け
て
、
す
る
り
と
開

く
と
、
身

を
聳





か
し
て

立

つ
た
、
と
思



へ
ば
、
畫

師

の
身
體





は
す
る
り
と
入



つ
て
、
潛



り
門



は
ぴ
た
り

と
閉



つ
た
。

　
あ
つ
と
云

つ
て
一
座





、
中



に
は
密



と
指



の
先



で
撫

で
て
見

て
、
其
奴





を
視



め

た
も
の
さ
へ
あ
り
。

「
先
生






、
先
生






。
」

　
と
、
四
五
人









口

々







に
動

搖

み
立

つ
。

「
失
禮






、
唯
今






。
」
と
壁



の
中



に
、
爽




な

少


い
聲



し
て
、
潛



り
門



が
キ
イ
と
開

く
と
、
蝶



の
や
う
に
飜
然





と
出

て
、
ポ
ン
と
卷

莨







の
灰



を
落



す
。

　
衆
問
畫
中
之
状














。
此



は
誰



し
も
然

う
で
あ
ら
う
。

「
一
所






に
お
い
で
な
さ
い
、
御
案
内







申


し
ま
せ
う
か
ら
。
」

　
座

に
あ
る
も
の
二
言





と
無

い
。
喜





び
勇



ん
で
、
煙
管





を
筒



に
し
ま
ふ
や
ら
、

前
垂






を
拂



く
や
ら
。

「
切
符





は
何

處

で
買

ひ
ま
す
な
、
」
と
、
畫

の
門



を
見

て
浮



れ
る
の
が
あ
る
。

　
畫

師

、
畫
面






の
其

の
最
大






な
る
門



を
指





し
て
、

「
誰
方





も
、
此



か
ら
。
」

　
い
ざ
と
云

ふ
聲



に
應



じ
て
、
大
門






颯


と
左
右





に
開



く
。
で
畫

師

が
案
内






。
徐



大
盡






眞
前






に
、
ぞ
ろ
〳
〵
と
入



る
と
、
目

も
眩



む
や
う
な
一
面






の
櫨



の
緋
葉





、

火

の
燃



る
が
如



き
中



に
、
紺

青







の
水



あ
つ
て
、
鴛
鴦






が
す
る
〳
〵
と
白
銀






を

流


し
て
浮



ぶ
。
揃



つ
て
浮
足






に
成

つ
て
、
瑪
瑙





の
八

ツ
橋



を
渡



る
と
、
奧



の
方



に
又



一
堂






。
其

處

へ
入



る
と
伽
藍





の
高
天
井









。
素
通





り
に
進



ん
で
、
前
庭






へ

拔

け
る
と
、
再





び
其

處

に
別
亭






あ
り
。
噴
水






あ
り
。
突
當






り
は
、
數

寄

を
凝



し

て
瀧



ま
で
懸



る
。
瀧



の
巖





に
、
石



の
段



を
刻



ん
で
上



る
と
、
一
面






の
青
田





の
見



霽


。
　
は
る
か
に
歩

行

い
て
又



門


あ
り
。
畫
棟
彫
梁











虹


の
如



し
。
さ
て
中



へ
入



る

と
、
戸

が
一



ツ
。
雲



の
扉





に
月



が
開



く
。
室
内






に
、
其

の
大





さ
釣
鐘






の
如



き
香

爐


が
据



つ
て
、
霞





の
如



き
香



を
吹

い
た
。
其

の
次



の
室

も
、
他

は
推

し
て
知

る

べ
し
で
、
珍
什






奇

器

殆




ど
人
界






の
も
の
に
あ
ら
ず
、
一
同






呆
然






と
し
て
、
口



を

利

く
も
の
あ
る
事



な
し
。

「
最

う
此

處

ま
で
で
す
、
誰
方





も
よ
く
お
い
で
な
さ
い
ま
し
た
。
」
と
畫

師

が

言

ふ
。

　
其

處

に
最
一






つ
、
美





し
い
扉





が
あ
つ
た
。

　
徐
大
盡








何


と
し
た
か
、
や
あ
、
と
云

ふ
間

に
、
扉





の
な
り
に
身

を
躱



し
て
、

畫

師

が
、
す
つ
と
我
手





で
開

け
て
、

「
さ
あ
、
御
覽





。
」

「
待

て
、
」
と
、
徐
大
盡








が
手

を
開



い
て
留

め
た
も
道
理





、
驚





い
た
も
其

の
筈



で
、
今



の
美





し
い
扉





の
模
樣





は
、
己



が
美
妻





の
閨



な
の
で
あ
つ
た
。

　
が
、
留

め
て
も
間

に
合

は
ぬ
。
ど
や
〳
〵
と
込
入





る
見
物






。

　
南
無
三
寶








。

　
時



も
あ
ら
う
に
、
眞
夏





の
日
盛






、
黒
髮






か
た
し
く
雪



の
腕





、
徐
大
盡








が
三

度

目


の
若



き
妻



、
絲



を
も
懸

け
ず
、
晝
寢





を
し
て
居

た
。
（

白
絹
帳
中
皓
體
畢


















呈

。
）
と
あ
る
、
こ
れ
は
、
一
息






に
棒
讀





み
の
方



に
願



ふ
。

　
事



急


に
し
て
掩
避






く
る
に
不
及






。
諸

客







之


を
見

て
、
（
無

不

掩

口













。
）

唐


で
は
、
こ
ん
な
時



（
無

不

掩

口













。
）
だ
と
見

え
る
。
我

が
朝



に
て
は
何

う
す
る
か
、

未

考










で
あ
る
。

　
わ
つ
と
云

つ
て
、
一
同






逆
雪
頽







に
飛
出





し
た
と
思



ふ
と
、
元



の
大
廣
間







で
、
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其

の
畫

、
儼
然






と
し
て
壁



に
異
彩





を
放



つ
。

　
徐
大
盡








、
赫



と
成

り
、
床



の
間

に
、
こ
れ
も
自
慢





の
、
贋
物






ら
し
い
白
鞘






を
、

う
ん
と
拔

い
て
、
ふ
ら
〳
〵
と
突
懸






る
、
と
、
畫

師

又


身

を
飜




し

て
、
畫

の
中



へ
、
ふ
い
と
入



り
、
柳





の
下



の
潛



り
門



か
ら
、
男
振






り
の
佳

い
顏



を
出

し
て
、

莞
爾






と
し
て
、

「
然

や
う
な
ら
。
」

　
妻



の
皓
體






が
氣
懸





り
さ
に
、
大
盡






ま
し
ぐ
ら
に
奧



の
室

へ
駈
込





む
と
、
漸



と

颯


と
赤



く
成

つ
て
、
扱
帶





を
捲

い
て
居

る
處





。
物
狂






は
し
く
取

つ
て
返



せ
ば
、

畫

師

も
其

の
畫

も
何

處

へ
や
ら
。
ど
ぶ
ろ
く
も
早

や
傾





い
て
、
殘



る
は
芋
※





の

酢
和





な
り
け
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
三
年
十
二
月
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